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特集　第28回通常総代会

馬田うり部会員と加工所の皆さん
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生産者訪問　梨部会　井上弘喜さん

特集　第28回通常総代会

新役員紹介

代表理事組合長 就任のご挨拶
「協同組合」を学ぼう!
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■
栽
培
の
き
っ
か
け
は
？

　
高
校
卒
業
後
、
民
間
企
業
の
勤
務
を
経

て
、
家
業
の
農
業
に
挑
戦
し
よ
う
と
決
め

ま
し
た
。
父
の
勧
め
も
あ
り
、
本
格
的
な

就
農
の
前
に
農
研
機
構
の
果
樹
研
究
所

（
茨
城
県
つ
く
ば
市
・
現
在
の
果
樹
茶
業

研
究
部
門
）
で
２
年
間
、
栽
培
の
基
礎
を

学
び
ま
し
た
。
研
究
所
時
代
の
最
大
の
財

産
は
人
脈
。
全
国
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
同

志
と
は
、
産
地
の
枠
を
超
え
て
今
も
情
報

交
換
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
励
み
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。
人
と
の
つ
な
が
り
と
い

え
ば
、
今
、
梨
部
会
の
20
代
か
ら
50
代
ま

で
の
若
手
11
人
に
よ
る
研
究
会
で
情
報
交

換
や
先
進
事
例
視
察
の
ほ
か
、
グ
ル
ー
プ

L
I
N
E
を
通
じ
て
果
径
調
査
の
情
報
を

共
有
す
る
な
ど
、
新
し
い
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
新
た
に
２
人
が

加
わ
り
、
ま
す
ま
す
活
気
づ
い
て
き
て
い

ま
す
。
今
後
も
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
若
い
力
で
産
地
を
盛
り
上

げ
て
い
き
た
い
で
す
。

■
今
、
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は
？

　
現
在
、両
親
と
約
2.1
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、「
幸

水
」「
豊
水
」「
あ
き
づ
き
」な
ど
を
栽
培
し

て
い
ま
す
。
梨
の
栽
培
は
奥
が
深
く
、
就

農
か
ら
19
年
た
っ
た
今
も
毎
日
が
学
び
の

連
続
で
す
。
収
量
だ
け
で
は
な
く
品
質
の

向
上
も
目
指
し
て
日
々
試
行
錯
誤
中
で
す
。

そ
の
中
で
も
特
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い

の
が
、
今
の
樹
を
省
力
樹
形
に
整
え
て
い

く
こ
と
。
作
業
効
率
化
に
つ
な
が
る
だ
け

で
は
な
く
、
両
親
や
私
が
年
齢
を
重
ね
て

も
作
業
の
負
担
が
小
さ
く
な
る
よ
う
に
準

備
し
て
お
く
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
す
。

規
模
を
維
持
、
拡
大
し
て
い
く
た
め
に
、

将
来
、
パ
ー
ト
を
雇
い
入
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
も
、
経
験
が
浅
く
て
も
誰
も
が
管

理
し
や
す
い
形
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

も
う
一
つ
の
取
り
組
み
と
し
て
昨
年
、
福

岡
県
育
成
品
種
「
玉
水
」
１
８
０
本
を
新

た
に
定
植
し
ま
し
た
。
あ
せ
ら
ず
じ
っ
く

り
と
育
て
て
い
き
た
い
で
す
。

■
今
後
の
展
望
は
？

　
世
界
情
勢
に
よ
る
燃
料
価
格
の
高
騰
な

ど
で
、
重
油
代
が
例
年
に
比
べ
て
約
1.5
倍

に
跳
ね
上
が
り
、
あ
ら
た
め
て
コ
ス
ト
を

含
め
た
生
産
の
あ
り
方
を
考
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
今
は
ハ
ウ
ス
、
ト
ン
ネ
ル
、

露
地
で
栽
培
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
早

生
種
か
ら
晩
生
種
ま
で
、
今
ま
で
以
上
に

栽
培
品
種
を
増
や
す
こ
と
で
、
加
温
栽
培

の
比
率
を
縮
小
、
露
地
や
ト
ン
ネ
ル
に
よ

る
リ
レ
ー
栽
培
で
、
コ
ス
ト
削
減
を
図
り

な
が
ら
、
消
費
者
に
お
い
し
い
梨
を
少
し

で
も
長
い
期
間
に
わ
た
り
出
荷
し
て
い
き

た
い
で
す
。
実
現
で
き
れ
ば
環
境
に
優
し

い
農
業
の
実
践
に
も
な
り
ま
す
。
い
ろ
い

ろ
と
課
題
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も

皆
で
力
を
合
わ
せ
、
消
費
者
の
皆
さ
ん
に

J
A
筑
前
あ
さ
く
ら
ブ
ラ
ン
ド
の
お
い
し

い
梨
を
届
け
続
け
た
い
で
す
。

今月の表紙の“ひと”

馬田うり部会員と加工所の皆さん

朝倉市馬田地区では伝統の瓜「馬田瓜」が生産されています。

この時期、加工所では馬田瓜を使った「馬田うりの粕漬」の漬

け込み作業が最盛です。朝収穫した瓜の種をくりぬき、２日間塩

漬けにしたあと天日干しにし、酒粕と瓜を交互に重ねて２か月

以上熟成させると、肉厚な食感と酒粕の風味が生きた「馬田う

りの粕漬」が出来上がります。同部会の髙着土良部会長は「馬田

うりを絶やすことなく続けるために部会一同、頑張っていきた

い」と話されました。

今回は部会員と加工所の皆さんに瓜

を持ってもらい撮影しました！

井
上 

弘
喜
さ
ん 
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Ｊ
Ａ
筑
前
あ
さ
く
ら
は
６
月
29
日
、ピ
ー
ポ
ー
ト
甘
木（
朝
倉
市
甘
木
）で「
第
28

回
通
常
総
代
会
」を
開
き
ま
し
た
。当
日
は
各
地
区
か
ら
総
代
２
１
７
人
、書
面
議
決

に
よ
る
出
席
２
５
１
人
、委
任
状
に
よ
る
者
１
人
、合
計
４
６
９
人（
全
総
代
５
２
９

人
）が
出
席
し
、定
款
に
定
め
る
総
代
の
半
数
以
上
の
出
席
に
よ
り
、総
代
会
は
成
立

い
た
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
自
己
改
革
を
強
力
に
推
進
す
る
中
、令
和
３
年
度
の
事
業
活
動
報
告
、令
和

４
年
度
の
事
業
計
画
な
ど
10
議
案
に
つ
い
て
慎
重
に
審
議
さ
れ
、す
べ
て
の
議
案
が
可

決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
号
議
案

　
令
和
３
年
度
事
業
報
告
及
び
剰
余

金
処
分
案
に
つ
い
て

第
２
号
議
案

　
中
期
経
営
計
画
の
設
定
に
つ
い
て

第
３
号
議
案

　
令
和
４
年
度
事
業
計
画
お
よ
び
関

連
事
項
に
つ
い
て

第
４
号
議
案

　
定
款
及
び
定
款
附
属
書
役
員
選
任

規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

第
５
号
議
案

　
規
約
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

第
６
号
議
案

　
令
和
４
年
度
理
事
報
酬
に
つ
い
て

第
７
号
議
案

　
令
和
４
年
度
監
事
報
酬
に
つ
い
て

第
８
号
議
案

　
理
事
の
退
職
慰
労
金
に
つ
い
て

第
９
号
議
案

　
監
事
の
退
職
慰
労
金
に
つ
い
て

第
10
号
議
案

　
役
員
選
任
に
つ
い
て

　
当
Ｊ
Ａ
は
中
期
３
か
年
経
営
計
画
の

最
終
年
度
と
し
て「
災
害
か
ら
の
復
興
」

を
最
優
先
事
項
に「
農
業
者
の
所
得
増

大
」「
農
業
生
産
の
拡
大
」「
地
域
の
活

性
化
へ
の
貢
献
」を
柱
と
し
て
自
己
改

革
を
進
め
て
き
ま
し
た
。Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
ム

事
業
で
は
９
人
と
委
託
契
約
を
結
び
、

う
ち
２
人
が
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
農
家
と
し

て
独
立
し
ま
し
た
。ま
た
新
規
就
農
セ

ン
タ
ー
で
は
、こ
れ
ま
で
に
８
人
を
研
修

生
と
し
て
受
け
入
れ
、行
政
・
関
係
機

関
と
一
体
と
な
り
技
術
指
導
・
経
営
の

相
談
な
ど
多
面
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
い

ま
し
た
。

１ 

営
農
販
売
事
業

①
園
芸
販
売
課
を
設
置
し
販
売
力
強

化
を
図
り
ま
し
た
。

②
中
央
選
果
場
・
中
央
パ
ッ
ケ
ー
ジ
セ
ン

タ
ー
を
活
用
し
、需
要
者
の
求
め
る

販
売
ア
イ
テ
ム
の
提
案
な
ど
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

③「
博
多
万
能
ね
ぎ
」の
海
外
輸
出
を

開
始
し
ま
し
た
。

２ 

生
活
事
業

①
管
内
小
学
生
へ
女
性
部
の
手
造
り
味

噌
と「
博
多
万
能
ね
ぎ
」を
寄
贈
し
、

地
域
農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、地
産

地
消
への
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

②「
Ｊ
Ａ
１
０
０
歳
元
気
か
い
」を
発
足

し
、組
合
員
の
生
き
が
い
づ
く
り
や
健

康
維
持
に
つ
な
げ
ま
し
た
。

３ 

購
買
事
業

①
年
２
回
、農
家
応
援
セ
ー
ル
を
開
催
。

②
県
下
Ｊ
Ａ
で
の
共
同
購
入
運
動
を
行

い
、ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
に
よ
る
価
格

引
き
下
げ
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

③
Ｊ
Ａ
筑
前
あ
さ
く
ら
オ
リ
ジ
ナ
ル
肥
料

「
野
菜
用
一
発
肥
料 

万
能
ロン
グ
」を
発

売
し
管
理
作
業
軽
減
に
努
め
ま
し
た
。

４ 

信
用
共
済
事
業

①
特
殊
詐
欺
対
策
セ
ミ
ナ
ー
や
相
続
相

談
会
、年
金
相
談
会
な
ど
を
開
催
。

②
３
Ｑ
訪
問
活
動
、３
Ｑ
コ
ー
ル
を
通
じ

た「
あ
ん
し
ん
チ
ェ
ッ
ク
」の
強
化
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

第
28
回
通
常
総
代
会 

提
出
議
案

令
和
３
年
度
表
彰
者

令
和
３
年
度 

事
業
報
告

　
Ｊ
Ａ
改
革
に
か
か
る
情
勢
変
化
を
踏

ま
え
て
、平
成
31
年
度
か
ら
の
３
か
年

計
画
に
お
い
て
は「
農
業
者
の
所
得
増

大
」「
農
業
生
産
の
拡
大
」「
地
域
の
活

性
化
」に
か
か
る
領
域
を
中
心
と
し
た

中
期
方
針
を
策
定
し
、実
践
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。次
期
３
か
年
で
は「
実
践
か

ら
浸
透
へ
」と
し
て
、持
続
可
能
な
未
来

へ
向
け
た
Ｊ
Ａ
経
営
基
盤
の
確
立
・
強

化
の
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

１ 

農
業
者
の
売
り
上
げ
増
加
に
向
け

た
販
売
の
拡
大
と
実
践

２ 

土
壌
診
断
に
基
づ
い
た
営
農
指
導

力
の
強
化
と
自
然
環
境
に
配
慮
し

た
農
業
生
産
・
リ
ス
クへの
取
り
組

み
３ 

ア
ク
テ
ィ
ブメ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
に
基
づ

い
た
地
域
・
組
織
・
事
業
基
盤
の

確
立
・
強
化

４ 

地
域
、
世
代
別
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

金
融
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

中

期

経

営

計

画

（
令
和
４
年
度
〜
６
年
度
）事
業
方
針

第
28
回
通
常
総
代
会

功
労
表
彰

日
吉
武
徳

　運
営
委
員（
杷
木
地
区
）

井
手

　巽

　運
営
委
員（
杷
木
地
区
）

矢
野

　榮

　運
営
委
員（
三
輪
地
区
）

内
藤
茂
雄

　運
営
委
員（
三
輪
地
区
）

田
中
茂
喜

　運
営
委
員（
三
輪
地
区
）

石
原
重
孝

　運
営
委
員（
三
輪
地
区
）

砥
綿
勝
彦

　運
営
委
員（
夜
須
地
区
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（敬
称
略
）

▲議長　印丸康雄さん（三輪地区）

通
常
総
代
会
の
資
料
を
ご
覧
に
な

り
た
い
方
は
、各
支
店
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

特集

重
点
実
践
事
項

項目

8月18日（木）出 資 配 当 1.0％ 

振り込み予定日 配当率

出資配当の振り込みについて
第28回通常総代会において、第１号議案の剰余
金処分案で可決されました通り、令和３年度の出
資に対する配当金を下記の内容でお振込みさせ
ていただく予定としております。
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Ｊ
Ａ
筑
前
あ
さ
く
ら
は
６
月
29
日
、ピ
ー
ポ
ー
ト
甘
木（
朝
倉
市
甘
木
）で「
第
28

回
通
常
総
代
会
」を
開
き
ま
し
た
。当
日
は
各
地
区
か
ら
総
代
２
１
７
人
、書
面
議
決

に
よ
る
出
席
２
５
１
人
、委
任
状
に
よ
る
者
１
人
、合
計
４
６
９
人（
全
総
代
５
２
９

人
）が
出
席
し
、定
款
に
定
め
る
総
代
の
半
数
以
上
の
出
席
に
よ
り
、総
代
会
は
成
立

い
た
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
自
己
改
革
を
強
力
に
推
進
す
る
中
、令
和
３
年
度
の
事
業
活
動
報
告
、令
和

４
年
度
の
事
業
計
画
な
ど
10
議
案
に
つ
い
て
慎
重
に
審
議
さ
れ
、す
べ
て
の
議
案
が
可

決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
号
議
案

　
令
和
３
年
度
事
業
報
告
及
び
剰
余

金
処
分
案
に
つ
い
て

第
２
号
議
案

　
中
期
経
営
計
画
の
設
定
に
つ
い
て

第
３
号
議
案

　
令
和
４
年
度
事
業
計
画
お
よ
び
関

連
事
項
に
つ
い
て

第
４
号
議
案

　
定
款
及
び
定
款
附
属
書
役
員
選
任

規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

第
５
号
議
案

　
規
約
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

第
６
号
議
案

　
令
和
４
年
度
理
事
報
酬
に
つ
い
て

第
７
号
議
案

　
令
和
４
年
度
監
事
報
酬
に
つ
い
て

第
８
号
議
案

　
理
事
の
退
職
慰
労
金
に
つ
い
て

第
９
号
議
案

　
監
事
の
退
職
慰
労
金
に
つ
い
て

第
10
号
議
案

　
役
員
選
任
に
つ
い
て

　
当
Ｊ
Ａ
は
中
期
３
か
年
経
営
計
画
の

最
終
年
度
と
し
て「
災
害
か
ら
の
復
興
」

を
最
優
先
事
項
に「
農
業
者
の
所
得
増

大
」「
農
業
生
産
の
拡
大
」「
地
域
の
活

性
化
へ
の
貢
献
」を
柱
と
し
て
自
己
改

革
を
進
め
て
き
ま
し
た
。Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
ム

事
業
で
は
９
人
と
委
託
契
約
を
結
び
、

う
ち
２
人
が
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
農
家
と
し

て
独
立
し
ま
し
た
。ま
た
新
規
就
農
セ

ン
タ
ー
で
は
、こ
れ
ま
で
に
８
人
を
研
修

生
と
し
て
受
け
入
れ
、行
政
・
関
係
機

関
と
一
体
と
な
り
技
術
指
導
・
経
営
の

相
談
な
ど
多
面
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
い

ま
し
た
。

１ 

営
農
販
売
事
業

①
園
芸
販
売
課
を
設
置
し
販
売
力
強

化
を
図
り
ま
し
た
。

②
中
央
選
果
場
・
中
央
パ
ッ
ケ
ー
ジ
セ
ン

タ
ー
を
活
用
し
、需
要
者
の
求
め
る

販
売
ア
イ
テ
ム
の
提
案
な
ど
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

③「
博
多
万
能
ね
ぎ
」の
海
外
輸
出
を

開
始
し
ま
し
た
。

２ 

生
活
事
業

①
管
内
小
学
生
へ
女
性
部
の
手
造
り
味

噌
と「
博
多
万
能
ね
ぎ
」を
寄
贈
し
、

地
域
農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、地
産

地
消
への
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

②「
Ｊ
Ａ
１
０
０
歳
元
気
か
い
」を
発
足

し
、組
合
員
の
生
き
が
い
づ
く
り
や
健

康
維
持
に
つ
な
げ
ま
し
た
。

３ 

購
買
事
業

①
年
２
回
、農
家
応
援
セ
ー
ル
を
開
催
。

②
県
下
Ｊ
Ａ
で
の
共
同
購
入
運
動
を
行

い
、ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
に
よ
る
価
格

引
き
下
げ
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

③
Ｊ
Ａ
筑
前
あ
さ
く
ら
オ
リ
ジ
ナ
ル
肥
料

「
野
菜
用
一
発
肥
料 

万
能
ロン
グ
」を
発

売
し
管
理
作
業
軽
減
に
努
め
ま
し
た
。

４ 

信
用
共
済
事
業

①
特
殊
詐
欺
対
策
セ
ミ
ナ
ー
や
相
続
相

談
会
、年
金
相
談
会
な
ど
を
開
催
。

②
３
Ｑ
訪
問
活
動
、３
Ｑ
コ
ー
ル
を
通
じ

た「
あ
ん
し
ん
チ
ェ
ッ
ク
」の
強
化
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

第
28
回
通
常
総
代
会 

提
出
議
案

令
和
３
年
度
表
彰
者

令
和
３
年
度 

事
業
報
告

　
Ｊ
Ａ
改
革
に
か
か
る
情
勢
変
化
を
踏

ま
え
て
、平
成
31
年
度
か
ら
の
３
か
年

計
画
に
お
い
て
は「
農
業
者
の
所
得
増

大
」「
農
業
生
産
の
拡
大
」「
地
域
の
活

性
化
」に
か
か
る
領
域
を
中
心
と
し
た

中
期
方
針
を
策
定
し
、実
践
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。次
期
３
か
年
で
は「
実
践
か

ら
浸
透
へ
」と
し
て
、持
続
可
能
な
未
来

へ
向
け
た
Ｊ
Ａ
経
営
基
盤
の
確
立
・
強

化
の
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

１ 

農
業
者
の
売
り
上
げ
増
加
に
向
け

た
販
売
の
拡
大
と
実
践

２ 

土
壌
診
断
に
基
づ
い
た
営
農
指
導

力
の
強
化
と
自
然
環
境
に
配
慮
し

た
農
業
生
産
・
リ
ス
クへの
取
り
組

み
３ 

ア
ク
テ
ィ
ブメ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
に
基
づ

い
た
地
域
・
組
織
・
事
業
基
盤
の

確
立
・
強
化

４ 

地
域
、
世
代
別
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

金
融
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

中

期

経

営

計

画

（
令
和
４
年
度
〜
６
年
度
）事
業
方
針

第
28
回
通
常
総
代
会

功
労
表
彰

日
吉
武
徳

　運
営
委
員（
杷
木
地
区
）

井
手

　巽

　運
営
委
員（
杷
木
地
区
）

矢
野

　榮

　運
営
委
員（
三
輪
地
区
）

内
藤
茂
雄

　運
営
委
員（
三
輪
地
区
）

田
中
茂
喜

　運
営
委
員（
三
輪
地
区
）

石
原
重
孝

　運
営
委
員（
三
輪
地
区
）

砥
綿
勝
彦

　運
営
委
員（
夜
須
地
区
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（敬
称
略
）

▲議長　印丸康雄さん（三輪地区）

通
常
総
代
会
の
資
料
を
ご
覧
に
な

り
た
い
方
は
、各
支
店
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

特集

重
点
実
践
事
項

項目
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こ
の
度
、
６
月
29
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
第
28
回
通
常
総
代
会

後
の
理
事
会
に
お
き
ま
し
て
、
代
表
理
事
組
合
長
と
し
て
選
任

さ
れ
ま
し
た
窪
山
金
吾
で
す
。
大
役
の
重
責
を
痛
感
す
る
と
と

も
に
、
選
任
を
受
け
た
以
上
は
誠
心
誠
意
努
め
さ
せ
て
い
た
だ

く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

 

現
在
、
農
業
を
巡
る
情
勢
は
、
不
安
定
な
世
界
情
勢
か
ら
く
る

生
産
資
材
・
燃
油
な
ど
の
価
格
高
騰
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
蔓
延
に
よ
る
ヒ
ト
・
モ
ノ
の
移
動
の
制
限
や
消
費
活
動
の
低

迷
。
地
域
に
お
い
て
は
農
業
従
事
者
の
減
少
や
高
齢
化
な
ど
、

様
々
な
課
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。

 

Ｊ
Ａ
経
営
に
お
い
て
も
、
長
期
化
す
る
低
金
利
政
策
の
影
響
を

受
け
信
用
・
共
済
事
業
に
対
す
る
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。
総
合
事
業
体
と
し
て
の
機
能
維
持
・
発
揮
が
困
難
に
な
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、
「
持
続
可
能
な
農
業
」
と
「
地
域

の
活
性
化
」
、
そ
れ
を
支
え
る
「
Ｊ
Ａ
の
経
営
基
盤
の
確
立
強

化
」
を
ど
の
よ
う
に
バ
ラ
ン
ス
良
く
行
っ
て
い
く
の
か
が
求
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
厳
し
い
情
勢
で
は
あ
り
ま
す
が
、
組
合
員
の
代

表
と
し
て
皆
様
の
意
思
を
組
合
の
事
業
運
営
に
反
映
し
、
地
域

か
ら
愛
さ
れ
、
組
合
員
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
、
将
来
に
わ

た
っ
て
持
続
可
能
な
Ｊ
Ａ
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　組
合
員
の
皆
様
の
さ
ら
な
る
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　〝
Ｊ
Ａ
〞
と
は
、
相
互
扶
助

の
精
神
の
も
と
に
農
家
の
営
農

と
生
活
を
守
り
高
め
、
よ
り
良

い
社
会
を
築
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
つ
く
ら
れ
た
協
同
組
合
で

す
。　こ

の
目
的
の
た
め
に
、
Ｊ
Ａ

は
営
農
や
生
活
の
指
導
を
行
う

ほ
か
、
生
産
資
材
・
生
活
物
資

の
共
同
購
入
や
農
産
物
の
共
同

販
売
、
貯
金
の
受
け
入
れ
・
農

業
生
産
資
金
や
生
活
資
金
の
貸

付
、
農
業
生
産
や
生
活
に
必
要

な
共
同
利
用
施
設
の
設
置
、
あ

る
い
は
、
万
一
の
場
合
に
備
え

る
共
済
な
ど
の
総
合
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
農
家
は
農
業
生
産
を

行
う
こ
と
で
、
生
活
の
基
盤
を

築
い
て
い
ま
す
。
農
業
生
産
を

進
め
る
た
め
に
は
、
肥
料
や
農

薬
、
農
業
機
械
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
な
ど
の
生
産
資
材
の
購
入

や
畜
舎
を
建
設
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
も
し
そ
の
た
め
の

資
金
が
足
り
な
い
場
合
に
は
、

資
金
を
借
り
て
設
備
を
整
え
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　生
産
性
を
上
げ
る
た
め
に
技

術
の
改
善
も
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
し
、
で
き
た
農
産

物
を
販
売
し
て
生
活
資
金
に
充

て
る
一
方
、
翌
年
の
生
産
の
準

備
を
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。　さ

ら
に
、
生
活
し
て
い
く
た

め
に
は
、
生
活
用
品
な
ど
の
生

活
資
材
の
購
入
、
将
来
に
備
え

て
の
貯
蓄
や
、
万
一
に
備
え
て

の
生
活
保
障
も
必
要
に
な
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
、
農
家
は
い

ろ
い
ろ
な
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
活
動
は
一
戸
一

戸
の
農
家
が
個
々
に
や
ろ
う
と

思
え
ば
で
き
な
い
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、こ
こ
で
、役
割
を

発
揮
す
る
も
の
が
Ｊ
Ａ
で
す
。

　た
と
え
ば
、
一
人
ひ
と
り
で

は
、
生
産
資
材
を
買
う
場
合
に

業
者
か
ら
高
く
売
ら
れ
た
り
、

農
産
物
を
売
る
場
合
に
安
く
買

わ
れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
農
家
の
皆
さ
ん

が
共
同
し
て
買
う
量
を
ま
と
め

れ
ば
、
流
通
経
費
が
少
な
く
す

み
、
適
正
な
価
格
で
買
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
農
産
物

も
量
を
ま
と
め
れ
ば
、
市
場
で

有
利
な
価
格
で
売
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　さ
ら
に
、
み
ん
な
が
資
金
を

出
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う
こ
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で
必
要
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資
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を
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に
融
通
し
あ
う
こ
と
も

で
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ま
す
。
金
額
の
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さ
む
カ

ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
農

業
倉
庫
、
選
果
場
な
ど
の
大
規

模
施
設
は
一
戸
一
戸
の
農
家
で

は
設
置
す
る
こ
と
が
難
し
い
で

す
が
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多
く
の
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が
集
ま
っ

て
資
金
を
出
し
合
え
ば
設
置
が

可
能
と
な
り
、
み
ん
な
が
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ

が
共
同
の
意
義
で
す
。

　こ
の
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の
結
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と
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て
、
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農
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が
発
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し
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の

活
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に
も
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。
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こ
の
度
、
６
月
29
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
第
28
回
通
常
総
代
会

後
の
理
事
会
に
お
き
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し
て
、
代
表
理
事
組
合
長
と
し
て
選
任

さ
れ
ま
し
た
窪
山
金
吾
で
す
。
大
役
の
重
責
を
痛
感
す
る
と
と

も
に
、
選
任
を
受
け
た
以
上
は
誠
心
誠
意
努
め
さ
せ
て
い
た
だ

く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

 

現
在
、
農
業
を
巡
る
情
勢
は
、
不
安
定
な
世
界
情
勢
か
ら
く
る

生
産
資
材
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ど
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格
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騰
。
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ロ
ナ
ウ
イ
ル
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蔓
延
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ト
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モ
ノ
の
移
動
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制
限
や
消
費
活
動
の
低

迷
。
地
域
に
お
い
て
は
農
業
従
事
者
の
減
少
や
高
齢
化
な
ど
、

様
々
な
課
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。

 

Ｊ
Ａ
経
営
に
お
い
て
も
、
長
期
化
す
る
低
金
利
政
策
の
影
響
を

受
け
信
用
・
共
済
事
業
に
対
す
る
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。
総
合
事
業
体
と
し
て
の
機
能
維
持
・
発
揮
が
困
難
に
な
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、
「
持
続
可
能
な
農
業
」
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「
地
域

の
活
性
化
」
、
そ
れ
を
支
え
る
「
Ｊ
Ａ
の
経
営
基
盤
の
確
立
強

化
」
を
ど
の
よ
う
に
バ
ラ
ン
ス
良
く
行
っ
て
い
く
の
か
が
求
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
厳
し
い
情
勢
で
は
あ
り
ま
す
が
、
組
合
員
の
代

表
と
し
て
皆
様
の
意
思
を
組
合
の
事
業
運
営
に
反
映
し
、
地
域

か
ら
愛
さ
れ
、
組
合
員
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
、
将
来
に
わ

た
っ
て
持
続
可
能
な
Ｊ
Ａ
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　組
合
員
の
皆
様
の
さ
ら
な
る
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　〝
Ｊ
Ａ
〞
と
は
、
相
互
扶
助

の
精
神
の
も
と
に
農
家
の
営
農

と
生
活
を
守
り
高
め
、
よ
り
良

い
社
会
を
築
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
つ
く
ら
れ
た
協
同
組
合
で

す
。　こ

の
目
的
の
た
め
に
、
Ｊ
Ａ

は
営
農
や
生
活
の
指
導
を
行
う

ほ
か
、
生
産
資
材
・
生
活
物
資

の
共
同
購
入
や
農
産
物
の
共
同

販
売
、
貯
金
の
受
け
入
れ
・
農

業
生
産
資
金
や
生
活
資
金
の
貸

付
、
農
業
生
産
や
生
活
に
必
要

な
共
同
利
用
施
設
の
設
置
、
あ

る
い
は
、
万
一
の
場
合
に
備
え

る
共
済
な
ど
の
総
合
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
農
家
は
農
業
生
産
を

行
う
こ
と
で
、
生
活
の
基
盤
を

築
い
て
い
ま
す
。
農
業
生
産
を

進
め
る
た
め
に
は
、
肥
料
や
農

薬
、
農
業
機
械
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
な
ど
の
生
産
資
材
の
購
入

や
畜
舎
を
建
設
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
も
し
そ
の
た
め
の

資
金
が
足
り
な
い
場
合
に
は
、

資
金
を
借
り
て
設
備
を
整
え
る

こ
と
に
な
り
ま
す
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産
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上
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た
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に
技
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め
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い
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農
産
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準
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せ
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材
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。
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て
い
ま
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。
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戸
一
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Ａ
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。
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、
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地区内のイベントや、地域農家の取り組みなどを紹介します!

専
用
肥
料
と
し
て
今
年
１
月
か
ら
Ｊ

Ａ
全
農
ふ
く
れ
ん
、
肥
料
メ
ー
カ
ー

な
ど
と
共
同
で
商
品
開
発
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
世
界
情
勢
に
よ
り
高
騰

化
す
る
化
学
肥
料
の
量
を
７
割
程
度

ま
で
抑
え
地
域
資
源
の
有
効
活
用
に

シ
フ
ト
す
る
こ
と
で
地
力
向
上
と
生

産
コ
ス
ト
の
削
減
、
環
境
へ
の
負
荷

軽
減
を
目
指
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
従
来
は
専
用
農
機
を
利

用
し
て
施
用
し
て
い
た
堆
肥

を
ペ
レ
ッ
ト
化
す
る
こ
と
で
、

施
用
の
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い

た
手
間
を
軽
減
。

　
ブ
ロ
ー
ド
キ
ャ
ス
タ
ー
で

の
散
布
も
可
能
と
な
り
、
散

布
時
間
の
短
縮
化
を
図
る
と

共
に
、
土
壌
改
良
剤
、
化
成

肥
料
と
従
来
２
回
必
要
だ
っ

た
施
用
を
１
回
に
集
約
で
き

る
よ
う
に
も
な
り
ま
す
。

　
７
月
に
は
管
内
３
地
区
の

圃
場
で
試
験
を
実
施
。
来
年

５
月
を
目
標
に
商
品
化
す
る

考
え
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
筑
前
あ
さ
く
ら
は
、Ｊ
Ａ
が

製
造
販
売
し
て
い
る
堆
肥
に
福
岡
市

水
処
理
セ
ン
タ
ー
の
再
生
リ
ン
と
有

機
質
肥
料
な
ど
を
混
合
し
た
肥
料
に

よ
る
環
境
循
環
型
農
業
の
構
築
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
と
Ｊ
Ａ
全
農
ふ
く
れ
ん
が
昨

年
度
か
ら
共
同
で
取
り
組
む「
未
来

に
向
か
う
土
づ
く
り
運
動
」プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
３
本
柱
の
一
つ
。
大
豆

三
輪
地
区
の
大
豆
栽
培
・
水
稲
中
間
管
理
講
習
会

　
病
害
虫
防
除
・
適
期
管
理
を
呼
び
掛
け

農産物農産物

農産物

農産物

梨
出
荷
ス
タ
ー
ト
、販
売
強
化
で
大
幅
な
伸
び

　
福
岡
県
育
成
品
種「
玉
水
」推
進
拡
大
へ

環
境
循
環
型
農
業
の
構
築
目
指
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地
元
堆
肥
と
環
境
資
源
を
ペ
レ
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化

  

地
力
向
上
、コ
ス
ト
削
減
、省
力
化
へ
効
果

7月に行われた散布試験

新品種「玉水」に期待を寄せる生産者

　
梨
部
会
は
7
月
7
日
、梨
の
出
荷
を
始
め
ま
し

た
。営
農
指
導
に
よ
る
栽
培
技
術
の
向
上
や
販
路
拡

大
な
ど
で
、令
和
3
年
産
は
前
年
比
で
収
量
１
２

７
％
、販
売
高
１
１
８
％
と
大
幅
に
伸
び
ま
し
た
。

　
同
部
会
は
生
産
者
50
人
が
約
50
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
栽

培
。全
生
産
者
を
対
象
に
し
た
肥
大
調
査
を
実
施

し
、階
級
発
生
予
測
な
ど
の
産
地
情
報
を
市
場
へ
発

信
す
る
こ
と
で
有
利
販
売
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

　
中
央
選
果
場
を
拠
点
と
し
た
海
外
戦
略
、今
年
か

ら
出
荷
が
始
ま
る
新
品
種「
玉
水
」の
推
進
、市
場
外

流
通
や
加
工
用
出
荷
を
含
め
た
販
路
拡
大
な
ど
を

通
じ
て
、今
後
も
さ
ら
な
る
産
地
基
盤
強
化
を
図
る

考
え
で
す
。

　
三
輪
支
店
は
７
月
１
日
、
大
豆
栽
培
・
水
稲
中

間
管
理
講
習
会
を
開
き
ま
し
た
。
講
習
会
は
高
品

質
安
定
生
産
体
制
の
構
築
を
目
指
し
朝
倉
普
及
指

導
セ
ン
タ
ー
と
Ｊ
Ａ
が
企
画
し
、
生
産
者
約
40
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
同
地
区
は
近
年
、
地
力
低
下
に
よ
る
大
豆
の
減

収
や
水
稲
の
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
飛
来
に
よ
る
坪
枯

れ
な
ど
病
害
虫
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
講
習

会
で
は
指
導
員
が
、
病
害
虫
の
防
除
対
策
や
適
期

管
理
の
徹
底
な
ど
を
説
明
。
大
豆
播
種
に
向
け
た

土
壌
診
断
結
果
の
報
告
で
は
、
基
準
値
に
対
し

て
、
苦
土
・
カ
リ
が
低
い
所
も
多
い
た
め
、
土
壌

改
良
剤
の
必
要
性
も
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

管理の徹底を呼び掛けた講習会

ブ
ド
ウ
初
の
海
外
輸
出
！
　
　

　
タ
イ
の
小
売
店
へ
約
３
ト
ン
を
目
指
す

トラクターの爪の一部をカルチ爪に替えて荒起こし
を省略する部分浅耕一工程播種の実演会の様子

　
Ｊ
Ａ
管
内
で
、大
豆
の
部
分
浅
耕
一
工
程
播
種

が
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。今
年
度
は
、播
種

面
積
約
30
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、本
格
導
入
し
ま
し
た
。

　
試
験
導
入
だ
っ
た
昨
年
度
の
結
果
は
慣
行
播

種
よ
り
５
％
の
収
量
増
。丈
や
着
莢
の
位
置
は
変

わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、分
枝
も
着
莢
も
や
や
多

く
み
ら
れ
ま
し
た
。部
分
浅
耕
一
工
程
播
種
の
最

大
の
メ
リ
ッ
ト
は
、梅
雨
時
期
で
も
適
期
播
種
が

で
き
る
点
で
す
。

　
大
豆
は
播
種
が
遅
れ
る
と
収
量
に
大
き
く
影

響
す
る
た
め
、労
働
力
削
減
・
適
期
播
種
に
よ
る

収
量
増
が
期
待
で
き
る
、こ
の
播
種
方
法
に
期
待

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

大
豆
部
分
浅
耕
一
工
程
播
種
本
格
導
入
へ
　

　
梅
雨
時
期
で
も
適
期
播
種
で
収
量
増
に
期
待

輸出用のブドウを確認する関係者ら

　
ぶ
ど
う
部
会
は
、今
年
度
か
ら
海
外
輸
出
を
本
格
的
に
開
始
し
ま
し
た
。８
月
ま
で
に「
博

多
ピ
オ
ー
ネ
」、「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」、種
な
し「
巨
峰
」の
３
品
種
約
３
ト
ン
の
輸
出
を
計

画
し
て
い
ま
す
。輸
出
は
九
州
農
産
物
通
商
㈱
と
連
携
し
て
行
い
、販
売
先
は
タ
イ
の
小
売
店
。

生
産
者
が
月
曜
日
の
昼
に
中
央
選

果
場
に
持
ち
込
ん
だ
ブ
ド
ウ
は
、航

空
便
を
使
用
し
、早
け
れ
ば
同
じ

週
の
木
曜
日
に
店
頭
に
並
び
ま
す
。

　
同
社
海
外
事
業
部
の
向
井
雄
哉

課
長
は「
現
地
の
評
判
も
高
い
。今

後
も
Ｊ
Ａ
と
協
力
し
な
が
ら
、継

続
的
な
輸
出
を
行
い
、販
売
拡
大
を

目
指
し
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

３
年
ぶ
り
に
お
し
ゃ
れ
フ
ェ
ア
を
開
催

　
延
べ
７
０
０
人
が
詰
め
か
け
大
盛
況

　
Ｊ
Ａ
は
７
月
16
日
か
ら
18
日
ま
で
の
３
日
間
、

「
お
し
ゃ
れ
フ
ェ
ア
i
n
Ｊ
Ａ
筑
前
あ
さ
く
ら
」

を
Ｊ
Ａ
甘
木
中
央
支
店
２
階
で
開
き
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
な
ど
で

３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
今
年
は
、宝
石
、貴

金
属
、レ
デ
ィ
ー
ス
ブ
ラ
ン
ド
、紳
士
服
、健
康
ア

イ
テ
ム
、バ
ッ
グ
、ヘ
ア
ウ
ィ
ッ
グ
な
ど
を
多
数
、

展
示
・
販
売
。華
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、組
合
員
、

地
域
住
民
な
ど
家
族
連
れ
ら
延
べ
約
７
０
０
人

が
詰
め
か
け
、賑
わ
い
ま
し
た
。

　
同
支
店
に
隣
接
す
る「
洋
服
の
青
山
」で
も
同

時
に
店
舗
販
売
会
を
行
い
ま
し
た
。

イベント

NEWS
㈱
マ
ル
タ
イ
が
復
興
支
援
で
義
援
金

　
今
年
で
５
年
目
、継
続
的
な
支
援
に
感
謝

窪山組合長へ義援金を贈呈した川島社長（左から２人目）

　
㈱
マ
ル
タ
イ（
福
岡
市
）は
７
月
14
日
、九
州
北
部
豪

雨
復
興
支
援
の
一
環
と
し
て
J
A
筑
前
あ
さ
く
ら
に

１
０
０
万
円
を
贈
呈
し
ま
し
た
。義
援
金
は
、麺
に
同

Ｊ
Ａ
産
の
ラ
ー
麦
を
１
０
０
％
使
っ
た「
福
岡
県
朝
倉

産
ラ
ー
麦
皿
う
ど
ん
」の
売
上
金
の
一
部
。今
年
で
５

年
目
と
な
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
本
店
で
開
か
れ
た
贈
呈
式
で
、同
社
の
川
島

英
広
社
長
は「
ラ
ー
麦
皿
う
ど
ん
は
売
れ
行
き
も
好

調
で
、朝
倉
を
応
援
し
た
い
と
い
う
皆
さ
ん
の
気
持
ち

を
強
く
感
じ
る
。一
日
も
早
い
復
興
を
願
い
ま
す
」と

力
を
込
め
、窪
山
金
吾
組
合
長
は「
復
興
は
道
半
ば
だ

が
、今
後
も
復
旧
・
復
興
へ
向
け
地
域
と
共
に
取
り
組

ん
で
い
く
」と
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

災害復興

華やかな雰囲気の会場
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地区内のイベントや、地域農家の取り組みなどを紹介します!
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肥
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、
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の
負
荷
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減
を
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築
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ド
、紳
士
服
、健
康
ア

イ
テ
ム
、バ
ッ
グ
、ヘ
ア
ウ
ィ
ッ
グ
な
ど
を
多
数
、

展
示
・
販
売
。華
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、組
合
員
、

地
域
住
民
な
ど
家
族
連
れ
ら
延
べ
約
７
０
０
人

が
詰
め
か
け
、賑
わ
い
ま
し
た
。

　
同
支
店
に
隣
接
す
る「
洋
服
の
青
山
」で
も
同

時
に
店
舗
販
売
会
を
行
い
ま
し
た
。

イベント

NEWS
㈱
マ
ル
タ
イ
が
復
興
支
援
で
義
援
金

　
今
年
で
５
年
目
、継
続
的
な
支
援
に
感
謝

窪山組合長へ義援金を贈呈した川島社長（左から２人目）

　
㈱
マ
ル
タ
イ（
福
岡
市
）は
７
月
14
日
、九
州
北
部
豪

雨
復
興
支
援
の
一
環
と
し
て
J
A
筑
前
あ
さ
く
ら
に

１
０
０
万
円
を
贈
呈
し
ま
し
た
。義
援
金
は
、麺
に
同

Ｊ
Ａ
産
の
ラ
ー
麦
を
１
０
０
％
使
っ
た「
福
岡
県
朝
倉

産
ラ
ー
麦
皿
う
ど
ん
」の
売
上
金
の
一
部
。今
年
で
５

年
目
と
な
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
本
店
で
開
か
れ
た
贈
呈
式
で
、同
社
の
川
島

英
広
社
長
は「
ラ
ー
麦
皿
う
ど
ん
は
売
れ
行
き
も
好

調
で
、朝
倉
を
応
援
し
た
い
と
い
う
皆
さ
ん
の
気
持
ち

を
強
く
感
じ
る
。一
日
も
早
い
復
興
を
願
い
ま
す
」と

力
を
込
め
、窪
山
金
吾
組
合
長
は「
復
興
は
道
半
ば
だ

が
、今
後
も
復
旧
・
復
興
へ
向
け
地
域
と
共
に
取
り
組

ん
で
い
く
」と
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

災害復興

華やかな雰囲気の会場
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出
穂
前
後
の
約
10
日
間
は
、最
も

水
が
必
要
な
時
期
で
す
。そ
の
後
、

湛
水
状
態
が
続
く
と
根
傷
み
の
原

因
と
な
り
ま
す
。落
水
ま
で
に
根
を

傷
つ
け
な
い
よ
う
に
、穂
揃
い
期
以

降
は
間
断
灌
水
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

　

次
に
、落
水
は
出
穂
か
ら
30
日
～

35
日
後
が
基
本
で
す
。早
期
落
水
は

登
熟
不
良
、い
も
ち
病
の
助
長
と
な

り
ま
す
の
で
、落
水
は
刈
り
取
り
前

の
７
日
～
10
日
前
を
目
安
に
行
い
ま

し
ょ
う
。

　

最
後
に
台
風
対
策
で
す
。風
に
よ

る「
し
お
れ
」を
防
ぐ
た
め
、風
が
吹

く
前
か
ら
通
過
後
２
～
３
日
間
は

深
水
に
し
、そ
の
後
、水
の
入
れ
替

え
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
水
稲
カ
メ
ム
シ
・
ウ
ン
カ
対
策

　

斑
点
米
の
原
因
と
な
る
カ
メ
ム

シ
は
、普
段
は
休
耕
田
や
雑
草
の
多

い
場
所
に
い
ま
す
。圃
場
内
で
の
発

生
を
抑
え
る
た
め
に
、圃
場
周
囲
の

草
刈
り
を
定
期
的
に
行
い
ま
し
ょ

う
。

　

最
も
被
害
が
大
き
く
な
る
の
は
、

出
穂
始
期
か
ら
約
１
か
月
の
乳
熟

期
で
す
。十
分
に
圃
場
を
確
認
し
、

カ
メ
ム
シ
や
ウ
ン
カ
を
見
か
け
た

場
合
は
、水
稲
暦
を
参
考
に
し
な
が

ら
速
や
か
に
防
除
し
て
く
だ
さ
い
。

カ
メ
ム
シ
多
発
圃
場
で
は
２
回
目

の
防
除
も
必
要
で
す（
１
回
目
の
散

布
後
の
７
～
10
日
後
）。

　　

８
月
下
旬
頃
に
、大
豆
が
開
花
期

を
迎
え
ま
す
。水
利
調
整
が
出
来
る

地
域
で
、乾
燥
害
が
予
想
さ
れ
る
よ

う
な
圃
場
で
は
以
下
に
注
意
し
、畝

間
灌
水
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

実
施
方
法
は
、ま
ず
、圃
場
に
溝

を
切
っ
た
状
態
に
し（
培
土
）、さ
ら

に
暗
渠
排
水
の
栓
を
閉
め
て
短
時

間
で
圃
場
全
体
に
水
が
行
き
渡
る

よ
う
に
し
ま
す
。行
き
渡
っ
た
ら
す

ぐ
に
水
を
止
め
、素
早
く
落
水
を
行

い
ま
す
。長
時
間
の
湛
水
は
根
腐
れ

の
原
因
と
な
り
ま
す
。

　

ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ
の
１
回
目
の
防

除
は
、発
生
消
長
に
合
わ
せ
て
適
期

に
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。９
月
中

下
旬
に
は
、カ
メ
ム
シ
・
紫
斑
病
の

防
除
を
必
ず
行
い
ま
し
ょ
う
。薬
剤

に
つ
い
て
は
、大
豆
暦
を
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
。

（
農
畜
産
課　

上
村
昌
平
）

　
　

水
稲
・
大
豆
の
管
理

水

稲

管

理

大　

豆　

管　

理

営
農
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

　

夏
野
菜
も
、
適
切
な
管
理
が
で

き
て
さ
え
い
れ
ば
ま
だ
ま
だ
収
穫

で
き
ま
す
が
、
今
は
、
冬
に
向
け

た
次
作
の
準
備
を
始
め
る
時
期
で

も
あ
り
ま
す
。
天
候
も
周
期
的
に

変
わ
る
時
期
で
す
の
で
、
計
画
的

に
作
業
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

秋
は
台
風
の
襲
来
や
秋
雨
前
線

の
停
滞
で
、
強
風
害
や
長
雨
、
多

雨
に
よ
る
被
害
が
多
発
し
ま
す
。

　

台
風
接
近
時
に
は
マ
ル
チ
や
支

柱
の
補
強
も
必
要
で
す
が
、
有
効

と
な
っ
て
く
る
の
が
防
風
ネ
ッ
ト

の
設
置
で
す
。
摘
果
や
古
葉
の
摘

葉
な
ど
も
有
効
で
す
。
さ
ら
に
、

寒
冷
し
ゃ
な
ど
の
べ
た
掛
け
も
大

き
な
効
果
が
あ
り
ま
す
。
念
の
た

め
、
収
穫
可
能
な
も
の
は
台
風
接

近
前
に
収
穫
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

台
風
通
過
後
は
、
病
害
予
防
の

た
め
に
殺
菌
剤
を
散
布
し
ま
す
。

そ
の
際
、
液
肥
を
薄
め
に
混
用
す

る
と
草
勢
の
回
復
を
早
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

秋
雨
前
線
は
例
年
、
１
週
間
程

度
、
停
滞
し
ま
す
。
事
前
に
排
水

対
策
を
行
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

併
せ
て
、
余
分
な
古
葉
は
除
去
し

て
お
き
、
圃
場
の
通
風
を
確
保
し

て
多
湿
に
な
ら
な
い
よ
う
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

　

秋
冬
野
菜
は
気
温
の
高
い
時
期

の
種
ま
き
と
定
植
に
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
気
を
付
け
る
こ
と
は
、

暑
さ
と
乾
燥
、
そ
し
て
害
虫
で
す
。

種
ま
き
後
は
、
切
り
ワ
ラ
や
も
み

殻
を
か
け
て
、
地
温
が
上
が
り
す

ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
特

に
種
子
が
小
さ
い
レ
タ
ス
、
シ
ュ

ン
ギ
ク
、
ニ
ン
ジ
ン
は
暑
さ
に
弱

い
の
で
気
を
付
け
ま
す
。
こ
れ
ら

の
対
策
は
乾
燥
防
止
に
も
な
る
の

で
、
特
に
有
効
で
す
。

　

苗
を
利
用
し
た
移
植
栽
培
は
、

灌
水
管
理
が
徹
底
で
き
る
た
め
、

発
芽
が
安
定
し
ま
す
。
徒
長
に
気

を
付
け
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん

が
、
寒
冷
し
ゃ
を
被
覆
し
て
の
暑

さ
対
策
も
容
易
で
す
。
た
だ
し
、

老
化
し
た
苗
や
根
の
回
り
す
ぎ
た

苗
は
定
植
後
の
生
育
が
悪
く
な
り

ま
す
の
で
、
適
期
を
逃
さ
な
い
よ

う
に
定
植
し
ま
し
ょ
う
。

　

秋
冬
野
菜
に
多
い
ア
ブ
ラ
ナ
科

の
野
菜
は
、
ア
オ
ム
シ
の
大
好
物

で
す
。
対
策
を
怠
る
と
、
小
さ
い

苗
は
あ
っ
と
い
う
間
に
丸
坊
主
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
初
期
対
策

が
大
切
で
す
の
で
、
種
ま
き
や
定

植
を
行
っ
た
ら
、
防
虫
ネ
ッ
ト
を

か
け
、
害
虫
が
入
ら
な
い
よ
う
に

す
る
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
　

秋
の
野
菜
管
理
と
秋
冬
野
菜
の
準
備

普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
営
農
講
座

お
問
い
合
わ
せ
は
同
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
４
６
ー
２
２
ー
２
５
５
１

（
朝
倉
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
菜
係
）

１　

秋

の

野

菜

管

理

２　

秋
冬
野
菜
の
種
ま
き

　
　

と
育
苗
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■
タ
テ
の
カ
ギ

ヨ
コ
の
カ
ギ

■

①
東
海
道
新
幹
線
の
愛
称
の
一つ

③
天
気
予
報
で
使
う
単
位
は
ヘ
ク

ト
パ
ス
カ
ル

⑥
食
事
の

│
に
し
っ
か
り
と
手

を
洗
っ
た

⑦
ゾ
ウ
ガ
メ
の
よ
う
に
水
の
少
な

い
所
で
も
暮
ら
せ
る
亀

⑧
綿
あ
め
の
芯
棒
に
使
う
こ
と
も

⑩
お
化
け
屋
敷
で

│
満
点
の
演

出
を
楽
し
ん
だ

⑭
胸
び
れ
を
広
げ
て
滑
空
し
ま
す

⑯
東
北
三
大
夏
祭
り
の
一つ
、秋
田

│
祭
り

⑱
固
体
と
液
体
を
分
け
る
方
法
の

一つ
⑲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
賃
貸
情
報
に
載
っ

て
い
ま
す

⑳「
姿
勢
が
悪
い
よ
」と
言
わ
れ
や

す
い
体
勢

①
夏
に
咲
く
黄
色
い
花

②
行
き
は
良
い
良
い
│
は
怖
い

③
レ
タ
ス
や
ゴ
ボ
ウ
は

│
科
の

植
物
で
す

④
す
し
屋
の
符
丁
で
お
茶
の
こ
と

⑤
能
あ
る
タ
カ
は
隠
し
て
る
？

⑦
北
海
道
の
北
部
に
あ
る
島
。昆

布
や
ウ
ニ
が
名
産
品
で
す

⑨
停
留
所
に
止
ま
り
ま
す

⑪
漢
字
な
ど
の
横
に
小
さ
な
文
字

で
振
り
ま
す

⑫
海
か
ら
そ
よ
そ
よ
と

│
が
吹

い
て
き
た

⑬
英
国
の
通
貨
単
位
で
す

⑮
魚
の
下
ご
し
ら
え
を
す
る
と
き

に
取
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

⑯
草
を
刈
る
と
き
に
使
い
ま
す

⑰
翼
を
持
っ
て
い
ま
す

スイカシャーベット

スイカ

レシピ：野菜ソムリエ上級プロ　久保ゆりか

【材料】 2人分
　スイカ250g(正味)・ハチミツ大さじ１
　レモン汁小さじ１

【スイカの選び方】

【作り方】
　1スイカはおろし金ですりおろし、ザルで種をこす。ハチ
ミツとレモン汁を加えて混ぜ合わせて、冷凍する。

　2１時間経ったら一度取り出し、全体を混ぜ、さらに２
時間ほど凍らせる。

　3器に盛り付け、お好みで練乳をかけ、あればミントを
飾る。

色ツヤが良く、縞模様がはっきりとしたもの。
縞のうねりが触って感じられるもの。
果肉の赤色が鮮やかで種が黒々としたもの。軸
の部分が５円玉よりやや小さいものがオスス
メです。

二重枠に入った文字を、Ａ→Ｅの順に並べてできる言葉は何でしょうか？

■A ■B ■C ■D ■E

応募締切日…2022年8月29日㈪（当日消印有効）

※先月号は63人の応募がありました。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ ★もっちゃんさん
★タッカ－さん
★ぎんちゃんさん

★グランドマウンテンさん
★ひろちゃんさんア ブ ラ ゼ ミ

材料３つで作れる、簡単レシピ。スイカの甘さとハチミツ
の上品でやさしい甘味がヤミツキになる美味しさです。

今
月
の
〝
パ
チ
リ
〞

月
に
初
孫
が
誕
生
し
ま
し
た
。

本
当
に
可
愛
く
て
す
ぐ
抱
っ
こ

し
ち
ゃ
い
た
く
な
り
ま
す
。
元
気

に
育
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
ば
ぁ
ば

は
願
っ
て
い
ま
す
。

（
朝
倉
市 

ば
ぁ
ば 

56
歳
）

お
孫
さ
ん
の
誕
生
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
孫
さ
ん

へ
の
愛
情
が
文
面
か
ら
あ
ふ
れ
出

そ
う
で
す
♥

校
生
写
真
館
」、
素
敵
で
す
ね
。

本
当
に
地
域
の
魅
力
を
再
発
見

と
い
う
感
じ
で
、
朝
倉
っ
て
素
晴

ら
し
い
と
こ
ろ
だ
な
ー
と
改
め
て

思
い
ま
す
。（

朝
倉
市 

１
７
８
ｋ 

59
歳
）

本
当
に
そ
う
思
い
ま
す
。
感

受
性
の
豊
か
さ
や
自
由
な
発

想
な
ど
感
銘
を
受
け
る
こ
と
が

多
々
あ
り
ま
す
。
今
後
も
素
晴
ら

し
い
作
品
を
楽
し
み
に
し
て
い
て

く
だ
さ
い
。

ン
ビ
が
自
宅
の
電
柱
に
い
て
鳴

い
て
い
ま
す
。
時
間
に
し
て
10

分
く
ら
い
で
す
。
小
鳥
の
巣
が
梅

の
木
に
あ
る
の
で
様
子
を
見
て
い

る
の
か
な
。（筑

前
町 

み
ん
み
ん 

74
歳
）

遠
目
で
ト
ン
ビ
を
目
に
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
近
く

で
見
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
す

ね
。
ど
う
か
小
鳥
の
巣
が
無
事
で

あ
り
ま
す
よ
う
に
。

６ト
「
高

広
報
の
仕
事
を
始
め
て
５
か
月
。
た

く
さ
ん
の
方
と
出
会
い
、
た
く
さ
ん

の
発
見
が
あ
り
、
毎
日
ワ
ク
ワ
ク
し

て
い
ま
す
。

月
号
の
「
Ｊ
Ａ
野
菜
ソ
ム
リ
エ

通
信
」
は
オ
ク
ラ
が
ま
る
で
ス

イ
ー
ツ
み
た
い
に
見
え
て
、
魔
法

が
か
か
っ
た
み
た
い
で
、
と
て
も

素
敵
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

（
朝
倉
市 

メ
ダ
カ
の
お
か
あ
さ
ん 

32
歳
）

「
オ
ク
ラ
の
す
り
流
し
」、
私

も
初
め
て
知
っ
た
レ
シ
ピ
で

し
た
。
グ
ラ
ス
に
入
れ
る
と
き
れ

い
で
す
ね
。

日
ナ
ス
の
皮
を
使
っ
た
料
理
を

テ
レ
ビ
で
見
て
、
早
速
作
っ
て

み
ま
し
た
。と
っ
て
も
美
味
し
か
っ

た
で
す
。
い
つ
も
捨
て
て
い
た
皮

だ
っ
た
の
で
び
っ
く
り
で
す
。
他

に
も
捨
て
て
い
る
食
材
が
あ
る
の

か
な
？
と
思
い
ま
し
た
。

（
朝
倉
市 

な
す
び 

66
歳
）

ふ
だ
ん
捨
て
ら
れ
る
よ
う

な
所
も
工
夫
ひ
と
つ
で
す

ね
。Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点
か
ら
も

フ
ー
ド
ロ
ス
の
取
り
組
み
は
大

切
で
す
。
私
た
ち
も
楽
し
み
な

が
ら
で
き
る
社
会
貢
献
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

月
号
の
「
生
産
者
訪
問
」
の
武

田
忠
幸
様
の
豪
雨
後
の
復
興
へ

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
、
お
い
し
い
ブ

ド
ウ
栽
培
を
Ｊ
Ａ
営
農
指
導
員
さ

ん
と
共
に
行
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

こ
と
に
感
動
し
ま
し
た
。

（
東
峰
村 

フ
リ
ー
ジ
ア 

70
歳
）

先 先

Ｊ
Ａ
も
生
産
者
の
皆
さ
ん
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
負
け
な
い
よ

う
、
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
同
時
に

情
報
発
信
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ュ
ウ
リ
が
た
く
さ
ん
収
穫
で
き
、

き
ゅ
う
ち
ゃ
ん
漬
け
に
し
て
お

裾
分
け
し
た
ら
好
評
で
し
た
。
喜

ん
で
く
れ
た
ら
嬉
し
い
で
す
ね
。

（
筑
前
町 

あ
い
こ
に
ゃ
ん 

68
歳
）

我
が
家
も
た
く
さ
ん
キ
ュ
ウ

リ
を
い
た
だ
い
た
の
で
、

き
ゅ
う
ち
ゃ
ん
漬
け
を
作
り
ま
し

た
。
美
味
し
く
て
箸
が
止
ま
り
ま

せ
ん
。

月
号
表
紙
の
夜
須
選
果
場
の
選

果
員
の
皆
さ
ん
の
元
気
な
姿
を

見
て
、
自
分
も
頑
張
る
気
持
ち
が

湧
い
て
き
ま
し
た
。

（
北
九
州
市 

Ｓ
・
Ｍ 

76
歳
）

今
後
も
職
員
の
顔
が
見
え
る

情
報
発
信
に
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。Ｍ
・
Ｓ
さ
ん
の
よ
う
な
お

言
葉
が
私
た
ち
に
元
気
を
与
え
て

く
れ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

７あ
と
が
き

田中

▲ツバメの巣を保護し日本野鳥の会より
　感謝状が贈られたAコープ夜須店(７月８日)

▲杷木支店　支店協同活動
七夕飾り設置
(７月１日)

▲鉢花部会リンドウ研究会　
「敬老の日」に向けて
圃場巡回(７月20日)

先

キ
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■
タ
テ
の
カ
ギ

ヨ
コ
の
カ
ギ

■

①
東
海
道
新
幹
線
の
愛
称
の
一つ

③
天
気
予
報
で
使
う
単
位
は
ヘ
ク

ト
パ
ス
カ
ル

⑥
食
事
の

│
に
し
っ
か
り
と
手

を
洗
っ
た

⑦
ゾ
ウ
ガ
メ
の
よ
う
に
水
の
少
な

い
所
で
も
暮
ら
せ
る
亀

⑧
綿
あ
め
の
芯
棒
に
使
う
こ
と
も

⑩
お
化
け
屋
敷
で

│
満
点
の
演

出
を
楽
し
ん
だ

⑭
胸
び
れ
を
広
げ
て
滑
空
し
ま
す

⑯
東
北
三
大
夏
祭
り
の
一つ
、秋
田

│
祭
り

⑱
固
体
と
液
体
を
分
け
る
方
法
の

一つ
⑲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
賃
貸
情
報
に
載
っ

て
い
ま
す

⑳「
姿
勢
が
悪
い
よ
」と
言
わ
れ
や

す
い
体
勢

①
夏
に
咲
く
黄
色
い
花

②
行
き
は
良
い
良
い
│
は
怖
い

③
レ
タ
ス
や
ゴ
ボ
ウ
は

│
科
の

植
物
で
す

④
す
し
屋
の
符
丁
で
お
茶
の
こ
と

⑤
能
あ
る
タ
カ
は
隠
し
て
る
？

⑦
北
海
道
の
北
部
に
あ
る
島
。昆

布
や
ウ
ニ
が
名
産
品
で
す

⑨
停
留
所
に
止
ま
り
ま
す

⑪
漢
字
な
ど
の
横
に
小
さ
な
文
字

で
振
り
ま
す

⑫
海
か
ら
そ
よ
そ
よ
と

│
が
吹

い
て
き
た

⑬
英
国
の
通
貨
単
位
で
す

⑮
魚
の
下
ご
し
ら
え
を
す
る
と
き

に
取
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

⑯
草
を
刈
る
と
き
に
使
い
ま
す

⑰
翼
を
持
っ
て
い
ま
す

スイカシャーベット

スイカ

レシピ：野菜ソムリエ上級プロ　久保ゆりか

【材料】 2人分
　スイカ250g(正味)・ハチミツ大さじ１
　レモン汁小さじ１

【スイカの選び方】

【作り方】
　1スイカはおろし金ですりおろし、ザルで種をこす。ハチ
ミツとレモン汁を加えて混ぜ合わせて、冷凍する。

　2１時間経ったら一度取り出し、全体を混ぜ、さらに２
時間ほど凍らせる。

　3器に盛り付け、お好みで練乳をかけ、あればミントを
飾る。

色ツヤが良く、縞模様がはっきりとしたもの。
縞のうねりが触って感じられるもの。
果肉の赤色が鮮やかで種が黒々としたもの。軸
の部分が５円玉よりやや小さいものがオスス
メです。

二重枠に入った文字を、Ａ→Ｅの順に並べてできる言葉は何でしょうか？

■A ■B ■C ■D ■E

応募締切日…2022年8月29日㈪（当日消印有効）

※先月号は63人の応募がありました。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ ★もっちゃんさん
★タッカ－さん
★ぎんちゃんさん

★グランドマウンテンさん
★ひろちゃんさんア ブ ラ ゼ ミ

材料３つで作れる、簡単レシピ。スイカの甘さとハチミツ
の上品でやさしい甘味がヤミツキになる美味しさです。

今
月
の
〝
パ
チ
リ
〞

月
に
初
孫
が
誕
生
し
ま
し
た
。

本
当
に
可
愛
く
て
す
ぐ
抱
っ
こ

し
ち
ゃ
い
た
く
な
り
ま
す
。
元
気

に
育
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
ば
ぁ
ば

は
願
っ
て
い
ま
す
。

（
朝
倉
市 

ば
ぁ
ば 

56
歳
）

お
孫
さ
ん
の
誕
生
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
孫
さ
ん

へ
の
愛
情
が
文
面
か
ら
あ
ふ
れ
出

そ
う
で
す
♥

校
生
写
真
館
」、
素
敵
で
す
ね
。

本
当
に
地
域
の
魅
力
を
再
発
見

と
い
う
感
じ
で
、
朝
倉
っ
て
素
晴

ら
し
い
と
こ
ろ
だ
な
ー
と
改
め
て

思
い
ま
す
。（

朝
倉
市 

１
７
８
ｋ 

59
歳
）

本
当
に
そ
う
思
い
ま
す
。
感

受
性
の
豊
か
さ
や
自
由
な
発

想
な
ど
感
銘
を
受
け
る
こ
と
が

多
々
あ
り
ま
す
。
今
後
も
素
晴
ら

し
い
作
品
を
楽
し
み
に
し
て
い
て

く
だ
さ
い
。

ン
ビ
が
自
宅
の
電
柱
に
い
て
鳴

い
て
い
ま
す
。
時
間
に
し
て
10

分
く
ら
い
で
す
。
小
鳥
の
巣
が
梅

の
木
に
あ
る
の
で
様
子
を
見
て
い

る
の
か
な
。（筑

前
町 

み
ん
み
ん 

74
歳
）

遠
目
で
ト
ン
ビ
を
目
に
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
近
く

で
見
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
す

ね
。
ど
う
か
小
鳥
の
巣
が
無
事
で

あ
り
ま
す
よ
う
に
。

６ト
「
高

広
報
の
仕
事
を
始
め
て
５
か
月
。
た

く
さ
ん
の
方
と
出
会
い
、
た
く
さ
ん

の
発
見
が
あ
り
、
毎
日
ワ
ク
ワ
ク
し

て
い
ま
す
。

月
号
の
「
Ｊ
Ａ
野
菜
ソ
ム
リ
エ

通
信
」
は
オ
ク
ラ
が
ま
る
で
ス

イ
ー
ツ
み
た
い
に
見
え
て
、
魔
法

が
か
か
っ
た
み
た
い
で
、
と
て
も

素
敵
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

（
朝
倉
市 

メ
ダ
カ
の
お
か
あ
さ
ん 

32
歳
）

「
オ
ク
ラ
の
す
り
流
し
」、
私

も
初
め
て
知
っ
た
レ
シ
ピ
で

し
た
。
グ
ラ
ス
に
入
れ
る
と
き
れ

い
で
す
ね
。

日
ナ
ス
の
皮
を
使
っ
た
料
理
を

テ
レ
ビ
で
見
て
、
早
速
作
っ
て

み
ま
し
た
。と
っ
て
も
美
味
し
か
っ

た
で
す
。
い
つ
も
捨
て
て
い
た
皮

だ
っ
た
の
で
び
っ
く
り
で
す
。
他

に
も
捨
て
て
い
る
食
材
が
あ
る
の

か
な
？
と
思
い
ま
し
た
。

（
朝
倉
市 

な
す
び 

66
歳
）

ふ
だ
ん
捨
て
ら
れ
る
よ
う

な
所
も
工
夫
ひ
と
つ
で
す

ね
。Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点
か
ら
も

フ
ー
ド
ロ
ス
の
取
り
組
み
は
大

切
で
す
。
私
た
ち
も
楽
し
み
な

が
ら
で
き
る
社
会
貢
献
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

月
号
の
「
生
産
者
訪
問
」
の
武

田
忠
幸
様
の
豪
雨
後
の
復
興
へ

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
、
お
い
し
い
ブ

ド
ウ
栽
培
を
Ｊ
Ａ
営
農
指
導
員
さ

ん
と
共
に
行
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

こ
と
に
感
動
し
ま
し
た
。

（
東
峰
村 

フ
リ
ー
ジ
ア 

70
歳
）

先 先

Ｊ
Ａ
も
生
産
者
の
皆
さ
ん
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
負
け
な
い
よ

う
、
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
同
時
に

情
報
発
信
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ュ
ウ
リ
が
た
く
さ
ん
収
穫
で
き
、

き
ゅ
う
ち
ゃ
ん
漬
け
に
し
て
お

裾
分
け
し
た
ら
好
評
で
し
た
。
喜

ん
で
く
れ
た
ら
嬉
し
い
で
す
ね
。

（
筑
前
町 

あ
い
こ
に
ゃ
ん 

68
歳
）

我
が
家
も
た
く
さ
ん
キ
ュ
ウ

リ
を
い
た
だ
い
た
の
で
、

き
ゅ
う
ち
ゃ
ん
漬
け
を
作
り
ま
し

た
。
美
味
し
く
て
箸
が
止
ま
り
ま

せ
ん
。

月
号
表
紙
の
夜
須
選
果
場
の
選

果
員
の
皆
さ
ん
の
元
気
な
姿
を

見
て
、
自
分
も
頑
張
る
気
持
ち
が

湧
い
て
き
ま
し
た
。

（
北
九
州
市 

Ｓ
・
Ｍ 

76
歳
）

今
後
も
職
員
の
顔
が
見
え
る

情
報
発
信
に
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。Ｍ
・
Ｓ
さ
ん
の
よ
う
な
お

言
葉
が
私
た
ち
に
元
気
を
与
え
て

く
れ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

７あ
と
が
き

田中

▲ツバメの巣を保護し日本野鳥の会より
　感謝状が贈られたAコープ夜須店(７月８日)

▲杷木支店　支店協同活動
七夕飾り設置
(７月１日)

▲鉢花部会リンドウ研究会　
「敬老の日」に向けて
圃場巡回(７月20日)

先

キ
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インフォメーション

温かい麺をどうぞ！温かい麺をどうぞ！

野　菜　課　☎0946-23-8342
東部選果場　☎0946-52-2163

　農家の皆さんの『農産物を福岡大同青果に
出荷したいけど、遠くて時間がかかる！』。
　そんな声にお応えし、農産物をＪＡ集荷場に
持ち込んでいただければ、福岡大同青果に配
送・販売出来る仕組みを作ったのが『朝倉ベ
ジフル』です。
※組合員が対象となります。

…………… お問い合わせ先 ……………

お気軽にお声かけください

メリット
集荷はＪＡの集荷場で行いますので、出荷にか
かる時間が大幅に短縮できます！
福岡大同青果『朝倉ベジフル』専用売場で
有利販売しています!

お問い合わせ先　園芸販売課　☎0946-23‐8341

JA中央選果場売店JA中央選果場売店
梨・いちじく・ぶどう・アスパラガス

送料については売店におたずねください

全国各地への発送もおこなっています全国各地への発送もおこなっています

午前１０時～午後４時
朝倉市三奈木3060-2

月曜日～土曜日
※盆休み　8月12日㈮～16日㈫まで
※集荷の状況によっては店休日がございます

国道３８６号線沿い 旧朝倉農業高校跡地

好評販売中！

営 業 日

住 　 所
営業時間

肥料（15品目）・農薬（55品目）を
特別価格にてご奉仕させていただきます。

事前予約注文品、目玉商品ほか
資材を多数準備し開催いたします！

好評につき今年も開催します!

お問い合わせ　本店資材流通課　☎0946－24－8744
　　　　　　　　　  または各営農センター・支店経済へ

※東峰（21日）、杷木・三輪（20日）については、
　予約注文引き取り対応のみ

開催日

開催時間

場　所

8月20日（土）・21日（日）
午前8時30分～午後4時
中部・西部・東部営農センター

当日は、事前に予約を頂いた方
（予約受付は終了しております）
の引き取り対応とセール期間の
目玉商品の販売を行います!

checkcheck

セルフSS洗車キャンペーン!セルフSS洗車キャンペーン!

洗車をするとプレゼント!洗車をするとプレゼント!

プロストコート
クラスコートサラ
洗車されたお客様へ・・・

洗車されたお客様へ・・・

ビーナスガード
Gプロテクト

BOXティッシュ3箱

BOXティッシュ1箱

令和４年８月７日㈰～８月31日㈬まで

※必ず洗車前にスタッフにお申しつけください
※比良松給油所はキャンペーン対象外となっております
※必ず洗車前にスタッフにお申しつけください
※比良松給油所はキャンペーン対象外となっております

お問い合わせ先　燃油課　☎0946-24-1631

農との共生を育み地域と共に  Vol.28　総合企画部　事業紹介

ＪＡ筑前あさくらは、朝倉市が令和2年度から運営する「あさくら“縁”結び応援協議
会」の一員として、結婚を希望する独身男女の皆さんの出会い・結婚を応援していま
す。朝倉市の、あさくら“縁”結び課では、男女会員の募集、お見合い、婚活イベントな
どを行っています。ぜひ、お気軽にお問い合わせください。

相談員：酒井 一記

朝倉市以外の方も利用できます! 年会費・利用料無料!

●坂井眼科

●鶏笑

朝倉市役所●

至
日
田
・
杷
木
・
朝
倉

甘
木
郵
便
局
●

須
賀
神
社
● 浜

勝
●

●
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン

七
日
町
交
差
点

旭
町
交
差
点

●
筑
邦
銀
行

●
福
岡
銀
行

西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
●

至
福
岡
・
筑
前
町

ココ朝倉市役所 あさくら“縁”結び課
住所 ： 朝倉市甘木873-3 【希声館（旧甘木・朝倉市町村会館)】

相談日 ： 平日(火・水・木・金)　10時～17時15分
　　　　土日（完全予約制）　 10時～17時15分

Mail ： enmusu@city.asakura.lg.jp

▲あさくら“縁”結び課
　のメールアドレス

☎0946-28-7548

利用者の皆様から、婚活をはじめて良かったと
喜びの声をいただいています。私たちは、皆さ
んの想いに寄り添いながら全力でサポートして
いきます。ぜひ一緒に結婚への「一歩」を踏み
出してみませんか？ご相談お待ちしています！

市外の女性からご相談で、「朝倉市の農家に
嫁ぎたい」と言われる方が数名いて嬉しく思い
ました。「なぜ？農家を希望されますか？」とお
尋ねすると、「子育ても仕事も一緒に出来るか
ら、大変なことがあっても頑張れそう！」とのこと
でした。県内に数ある農家の中でも、「朝倉市
がいい」と言われる女性がたくさんいらっしゃ
います。農業男性の会員登録もこれから増えて
ほしいと思っています。もちろん農業者以外
の方も、男女問わずご結婚を希望される
多くの方に登録いただけると嬉しいです。

マリッジアドバイザー兼相談員：塚本 千枝

♥相談員がお互いのプロフィールをもとに、
　お相手を紹介します。

お世話してもらいたい方向け

あさくら″縁″結び会員
♥スマホから登録を行い、お相手探しから
　お見合いの段取りまで行います。

自分で相手を探したい方向け

あさくら出会いサポートセンター ジュノール会員
同時登録も
できます!

ご相談&登録 お相手さがし お見合い 交際・結婚へ

♥ご利用の流れ♥

♥ライフスタイルに合わせた利用方法♥

♥まずはお気軽にお問合せください♥

30代になる私を心配した親の勧めで縁“結”び課に相談に行
くことになりました。結婚に対してピンと来ていない私に相談
員が結婚について話をしてくださる中で、お見合いを前向き
に考えるようになりました。縁“結”び課に相談し、お見合いをし
てよかったです。

一般の結婚相談所では入会・成約に数十万円かかることもあ
るようです。縁“結”び課ではそういった費用もかからず、相談員
の方に親身に対応していただけました。婚活を始めようとして
いる方は、ぜひ縁“結”び課に一度お話してみてはいかがで
しょうか。きっと良い相談ができ、良い話が頂けると思います。

♥現在、交際中の方の声♥

JUNOALL

「あさくら“縁”結び応援協議会」メンバー

朝倉市

観光協会

JA

商工会 青年会議所

商工会議所

女性 34歳女性 34歳

男性 39歳男性 39歳

JA組織ふれあい課
熊本 都志子

パンフレットを9月末まで
JA各支店窓口に
置いています

ＪＡ筑前あさくらは「あさくら“縁”結び応援協議会」の一員です！ＪＡ筑前あさくらは「あさくら“縁”結び応援協議会」の一員です！
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インフォメーション

温かい麺をどうぞ！温かい麺をどうぞ！

野　菜　課　☎0946-23-8342
東部選果場　☎0946-52-2163

　農家の皆さんの『農産物を福岡大同青果に
出荷したいけど、遠くて時間がかかる！』。
　そんな声にお応えし、農産物をＪＡ集荷場に
持ち込んでいただければ、福岡大同青果に配
送・販売出来る仕組みを作ったのが『朝倉ベ
ジフル』です。
※組合員が対象となります。

…………… お問い合わせ先 ……………

お気軽にお声かけください

メリット
集荷はＪＡの集荷場で行いますので、出荷にか
かる時間が大幅に短縮できます！
福岡大同青果『朝倉ベジフル』専用売場で
有利販売しています!

お問い合わせ先　園芸販売課　☎0946-23‐8341

JA中央選果場売店JA中央選果場売店
梨・いちじく・ぶどう・アスパラガス

送料については売店におたずねください

全国各地への発送もおこなっています全国各地への発送もおこなっています

午前１０時～午後４時
朝倉市三奈木3060-2

月曜日～土曜日
※盆休み　8月12日㈮～16日㈫まで
※集荷の状況によっては店休日がございます

国道３８６号線沿い 旧朝倉農業高校跡地

好評販売中！

営 業 日

住 　 所
営業時間

肥料（15品目）・農薬（55品目）を
特別価格にてご奉仕させていただきます。

事前予約注文品、目玉商品ほか
資材を多数準備し開催いたします！

好評につき今年も開催します!

お問い合わせ　本店資材流通課　☎0946－24－8744
　　　　　　　　　  または各営農センター・支店経済へ

※東峰（21日）、杷木・三輪（20日）については、
　予約注文引き取り対応のみ

開催日

開催時間

場　所

8月20日（土）・21日（日）
午前8時30分～午後4時
中部・西部・東部営農センター

当日は、事前に予約を頂いた方
（予約受付は終了しております）
の引き取り対応とセール期間の
目玉商品の販売を行います!

checkcheck

セルフSS洗車キャンペーン!セルフSS洗車キャンペーン!

洗車をするとプレゼント!洗車をするとプレゼント!

プロストコート
クラスコートサラ
洗車されたお客様へ・・・

洗車されたお客様へ・・・

ビーナスガード
Gプロテクト

BOXティッシュ3箱

BOXティッシュ1箱

令和４年８月７日㈰～８月31日㈬まで

※必ず洗車前にスタッフにお申しつけください
※比良松給油所はキャンペーン対象外となっております
※必ず洗車前にスタッフにお申しつけください
※比良松給油所はキャンペーン対象外となっております

お問い合わせ先　燃油課　☎0946-24-1631

農との共生を育み地域と共に  Vol.28　総合企画部　事業紹介

ＪＡ筑前あさくらは、朝倉市が令和2年度から運営する「あさくら“縁”結び応援協議
会」の一員として、結婚を希望する独身男女の皆さんの出会い・結婚を応援していま
す。朝倉市の、あさくら“縁”結び課では、男女会員の募集、お見合い、婚活イベントな
どを行っています。ぜひ、お気軽にお問い合わせください。

相談員：酒井 一記

朝倉市以外の方も利用できます! 年会費・利用料無料!

●坂井眼科

●鶏笑

朝倉市役所●
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・
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・
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●
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点
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町
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点

●
筑
邦
銀
行

●
福
岡
銀
行

西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
●

至
福
岡
・
筑
前
町

ココ朝倉市役所 あさくら“縁”結び課
住所 ： 朝倉市甘木873-3 【希声館（旧甘木・朝倉市町村会館)】

相談日 ： 平日(火・水・木・金)　10時～17時15分
　　　　土日（完全予約制）　 10時～17時15分

Mail ： enmusu@city.asakura.lg.jp

▲あさくら“縁”結び課
　のメールアドレス

☎0946-28-7548

利用者の皆様から、婚活をはじめて良かったと
喜びの声をいただいています。私たちは、皆さ
んの想いに寄り添いながら全力でサポートして
いきます。ぜひ一緒に結婚への「一歩」を踏み
出してみませんか？ご相談お待ちしています！

市外の女性からご相談で、「朝倉市の農家に
嫁ぎたい」と言われる方が数名いて嬉しく思い
ました。「なぜ？農家を希望されますか？」とお
尋ねすると、「子育ても仕事も一緒に出来るか
ら、大変なことがあっても頑張れそう！」とのこと
でした。県内に数ある農家の中でも、「朝倉市
がいい」と言われる女性がたくさんいらっしゃ
います。農業男性の会員登録もこれから増えて
ほしいと思っています。もちろん農業者以外
の方も、男女問わずご結婚を希望される
多くの方に登録いただけると嬉しいです。

マリッジアドバイザー兼相談員：塚本 千枝

♥相談員がお互いのプロフィールをもとに、
　お相手を紹介します。

お世話してもらいたい方向け

あさくら″縁″結び会員
♥スマホから登録を行い、お相手探しから
　お見合いの段取りまで行います。

自分で相手を探したい方向け

あさくら出会いサポートセンター ジュノール会員
同時登録も
できます!

ご相談&登録 お相手さがし お見合い 交際・結婚へ

♥ご利用の流れ♥

♥ライフスタイルに合わせた利用方法♥

♥まずはお気軽にお問合せください♥

30代になる私を心配した親の勧めで縁“結”び課に相談に行
くことになりました。結婚に対してピンと来ていない私に相談
員が結婚について話をしてくださる中で、お見合いを前向き
に考えるようになりました。縁“結”び課に相談し、お見合いをし
てよかったです。

一般の結婚相談所では入会・成約に数十万円かかることもあ
るようです。縁“結”び課ではそういった費用もかからず、相談員
の方に親身に対応していただけました。婚活を始めようとして
いる方は、ぜひ縁“結”び課に一度お話してみてはいかがで
しょうか。きっと良い相談ができ、良い話が頂けると思います。

♥現在、交際中の方の声♥

JUNOALL

「あさくら“縁”結び応援協議会」メンバー

朝倉市

観光協会

JA

商工会 青年会議所

商工会議所

女性 34歳女性 34歳

男性 39歳男性 39歳

JA組織ふれあい課
熊本 都志子

パンフレットを9月末まで
JA各支店窓口に
置いています

ＪＡ筑前あさくらは「あさくら“縁”結び応援協議会」の一員です！ＪＡ筑前あさくらは「あさくら“縁”結び応援協議会」の一員です！
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（令和 4年 6月 30日現在）

（正）7,847人
（准）7,142人

1,644億 2千万円
178億 8千万円
1,330万ポイント
16億 8千万円
13億 5千万円
37億 3千万円
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事
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・
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陪
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て
　

理
事
会
だ
よ
り

令
和
４
年
６
月
29
日
の
令
和
４
年
度
第
３
回
定

例
理
事
会
で
、次
の
事
項
が
慎
重
に
審
議
さ
れ

議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

朝倉東高校 
学校から帰っている途中で空が
光ったような気がしたので上を見
ると、大きな積乱雲があったので撮
りました。今年は梅雨入り、梅雨明
けが早く天気が不安定なことが多
いけれど雲が多い日に写真を撮っ
てみるのも良いなと感じました。

散歩の途中で休憩をし
た時に撮った写真です。
ベンチの上でお昼寝を
している猫がいて、人慣
れしているのか、近づい
ても動かなかったので
めいっぱい近づいて撮
りました。猫がまとう雰
囲気に癒されました。

秋月に家族で散歩に行った時に撮りました。自然が
多い地域でしか見られないような鮮やかな緑が一
面に広がっていて、たまには散歩をしてみようかな
と思わせてくれる写真が撮れました。

３年 竹野 杏美さん

●購読のお申し込みは各支店へ
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